
 

川越市地域防災計画一部見直しの方針について 

 

１ 見直しの趣旨 

 東日本大震災で明らかになった課題を踏まえ、その対策を反映させるため  

川越市地域防災計画を見直す。 

なお、今回は、川越市独自に見直しが可能で、早期に行う必要性が高い部分

について見直しを行う。 

 

２ 見直しの内容 

（１）帰宅困難者対策 

川越駅周辺で大量の駅前滞留者が発生したことを踏まえ、駅周辺等に一時  

受け入れ施設を確保するとともに、鉄道事業者と行政との連絡体制を構築する。 

また、帰宅困難者への情報発信を強化する。 

 

（２）備蓄品・避難所に関する事項 

東日本大震災で明らかになった課題を踏まえ、要援護者や女性のニーズに  

配慮した生活必需品の補充に努めるとともに、避難所の運営管理体制を見直す。 

 

（３）配備体制及び災害対策本部の組織編成 

これまで発生した災害等による被害状況を踏まえ、地震発生時等の活動体制

と配備基準を見直す。 

 

（４）その他 

資源化センターやなぐわし公園、埼玉県危機管理防災センターの新設に伴い

所要の見直しを行う。 

また、災害時における相互応援協定の締結や災害時の広報手段の拡充など、

整備済みの項目について修正を行う。 

 

３ 見直し時期 

平成２５年３月の防災会議で改訂決定 


